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多様度調査について  
 サンゴ礁生物群集を把握するため、サンゴ、海藻、魚類の分布構造を分類するも

の。現在、石西礁湖全域を調査中。ある生物群集が分布する代表的な地形に当てはめ

て、以下のような類別化が可能か検討しているところ。  
 

 
 

【類型化例】  
１；礁嶺内側サンゴ岩盤・枝状サンゴ域  
２；サンゴ岩盤・複雑な構造を持つ生きたサンゴ域  
３；浅めのサンゴ岩盤・枝状サンゴ域  
４；やや深めの砂礫底にある枝状サンゴパッチ  
５；やや深めの礁斜面  
６；小型糸状藻類が繁茂する礁縁部  
７；やや深めのサンゴ岩盤、テーブル状・枝状サンゴ域  
８；海藻が繁茂する岩盤・大サンゴ礫を含む砂地  
９；小型枝サンゴ・死枝サンゴ礫  
10；干出する波当たりの強い礁原部、サンゴ礫を含む砂泥域  
11；小さめのサンゴ礫を含む砂泥域  
12；干潟、砂礫域  




